
議
員
提
出
第
四
十
六
号
議
案

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
大
筋
合
意
に
際
し
、
将
来
を
展
望
で
き
再
生
産
を
可
能
と
す
る
農
業
関
連

政
策
の
確
立
に
関
す
る
意
見
書

今
回
の
合
意
内
容
は
、
農
林
水
産
物
重
要
五
品
目
の
輸
入
枠
拡
大
や
関
税
引
き
下
げ
、
そ
の
他
の
品
目
の

関
税
撤
廃
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
で
総
需
要
が
縮
小
し
て
い
く
我
が
国
に
お
い
て
、
国
内

農
業
は
米
国
な
ど
大
輸
出
国
と
の
さ
ら
な
る
厳
し
い
競
争
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
生
産
者
は
将

来
に
大
き
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

既
に
我
が
国
農
業
は
、
生
産
基
盤
の
縮
小
に
歯
ど
め
が
か
か
ら
ず
、
生
産
コ
ス
ト
の
高
ど
ま
り
な
ど
に
よ

る
経
営
継
続
が
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
生
産
者
の
意
欲
が
大
き
く
減
退
し
、
新
た
に
農
業

に
参
入
す
る
若
い
世
代
の
希
望
を
も
失
わ
せ
か
ね
な
い
危
機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
県
で
は
、
肉
用
牛
生
産
農
家
の
う
ち
、
比
較
的
経
営
規
模
の
小
さ
い
農
家
が
半
数
以
上
を
占
め

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
も
進
ん
で
お
り
、
今
回
の
大
筋
合
意
は
、
畜
産
業
継
続
の
大

き
な
不
安
材
料
に
な
り
、
廃
業
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

早
急
に
生
産
現
場
の
不
安
を
払
拭
す
る
た
め
の
丁
寧
な
説
明
と
万
全
な
政
策
を
確
立
す
る
こ
と
は
政
府
が

負
う
極
め
て
重
い
責
任
で
あ
り
、
ま
た
、
食
の
安
全
・
安
心
や
食
料
安
全
保
障
を
求
め
る
消
費
者
・
国
民
の

期
待
に
応
え
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
に
掲
げ
た
食
料
自
給
率
目
標
の
達
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
政

府
の
責
務
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
将
来
を
展
望
で
き
再
生
産
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

合
意
内
容
と
我
が
国
農
業
に
与
え
る
影
響
を
精
査
し
た
上
で
、
生
産
者
に
対
す
る
十
分
な
説
明
を
行
う

こ
と
。

二

将
来
に
わ
た
っ
て
、
多
様
な
地
域
・
品
目
の
農
業
生
産
を
担
う
家
族
農
業
経
営
・
法
人
・
集
落
営
農
を

初
め
と
す
る
農
業
者
の
再
生
産
が
可
能
と
な
る
万
全
な
経
営
安
定
対
策
を
措
置
す
る
こ
と
。

三

マ
ー
ク
ア
ッ
プ
や
関
税
収
入
が
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
鑑
み
、
対
策
の
た
め
の
安
定
財
源
を
確
保
す
る
こ

と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
六
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